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「脳由来電位を用いた BMI （Brain-Machine Interface）技術の 

病院内臨床応用に関する研究」 について 

 

      本研究グループでは、標題の臨床研究を実施しております。 

 本研究に関する問い合わせ、または研究へのボランティア参加をご希望 

頂ける場合は、担当者までご連絡をお願いいたします。 

 

             本研究の概要は以下のとおりです。 

 

①  研究対象 

運動機能障害のある患者さん（意識レベルが低いと診断されている場合を含む）、認知機能低下のあ

る患者さんまたは健常者の方（16歳以上の方）を対象にします。研究倫理委員会承認後から2027年3

月31日までします。 

 

②  研究の意義・目的・方法 
 筋萎縮性側索硬化症を代表とする神経難病および、脳疾患に起因する運動機能障害によって、動作

や言語によるコミュニケーションが障害される患者さんがいらっしゃいます。共同研究者である長谷

川良平博士は動作や言語といった運動を伴う身体表出を必要とせず、脳活動（頭皮上の電位変化）の

みで意思疎通を行うことを可能とする装置「ニューロコミュニケーター 」を開発しました。これま

で、主として電気的なノイズの少ない研究室内でイスに座った健常者の方に対して研究を行い、この

装置が作動することが調べられてきましたが、医療機器が混在する病院内で、かつ重度患者さんと同

じよう姿勢（ベッドに寝た状態など）で使用が可能かどうかは不明でした。 

今回は [病院内 or 在宅] という環境で「ニューロコミュニケーター」を使用することが可能かを

検証するべく、運動機能障害者

（意識レベルが低いと診断さ

れている場合を含む）：165 例

（うち10例は在宅）。認知機能

障害者30例、健常者75例運動

機能障がいのある患者さん（意

識レベルが低いと診断されて

いる場合を含む）、認知機能低

下のある患者さん 30 名及び対

照群として健常者の方各７５

名を募集します（１６歳以上）。 

「ニューロコミュニケータ

ー」は頭皮に電極を載せること

により注意の高まりを反映し

た脳波成分の検出と解析が可
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能で、研究対象者さんに侵襲をともなう介入は行いません。研究対象者さんはヘッドギアを装着し、

画面に並んだ複数のアイコンのうち、特定の一つ（伝えたいメッセージと関係したもの）に注意を向

けます。そのアイコンと、解読結果が一致しているかを調べます。 

このような研究によって、運動機能障害のある患者さんが本装置を病室で利用可能かを、研究対象

者の特性や計測環境の違いで研究結果を比較しながら、詳しく調べることができます。また、ヘッド

ギアの装着感や画面の見やすさなどに関してのインタビューも実施します。インタビューには15分程

度を要すると思われます。準備と後片付けやインタビューの時間を入れて合計３時間以内参加して頂

きます。脳活動の測定時間は約30～60分程度です。 
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名古屋大学 予防早期医療創成センター医学系研究科・平田 仁 

福井大学 学術研究院工学系部門 教授・高田 宗樹 

東京理科大学総合研究院パラレル脳センシング技術研究部門・竹村 裕 

いわき病院 脳神経内科・石井亜紀子 

日本大学 医学部・新見 昌央 

 

④  保有する個人情報に関する利用目的 

研究データの解析を研究対象者の特性との関連で詳細に行うために、研究同意書に記載された年齢

と性別を使用する可能性があります。得られた情報のセットは本研究目的以外には使用しません。 

 

⑤ 保有する個人情報の開示手続 

研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も個人を特定できる個人情報は利用しません。 

 

⑥ 保有する個人情報の問い合わせ・苦情等の連絡先 

〒305-8576 茨城県つくば市天久保 2-1-1 筑波大学附属病院 

責任医師：渡邉 真哉（脳神経外科・講師） 

029-853-3220（脳神経外科） 

E-mail: shinya-watanabey@md.tsukuba.ac.jp 

 


